
※時間割・テーマ等が変更となる場合があります。予めご了承ください。 
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日 

時 間 テ ー マ 講 師 （敬称略） 

10:20 頃～ オンライン講座の事前案内 

10:30～11:45 
子どもの生まれ持つ人間性の資質： 

人類の歴史と最新の科学知見から 
渡辺 久子 

11：45～12：35          休   憩 

12:35～14:05 
空に鳥、森にけもの、川に魚を： 

子供達へつなぐ子供達と守る自然環境 

渡辺 久子 

中村 道也 

14:15～15:30 
みえない、におわない、触感がない：文明の

もたらした複合災害にたちむかう親の覚悟 
鈴木  薫 

15:40～16:55 子どもの今と未来の幸せを守る法律とは何か 長谷川 京子 

＊当財団（講座）は「臨床心理士」資格取得者の研修機会として、（公財）日本臨床心理士資格認定協会より「短期型研修会       
（ワークショップ）」の承認を受けております。＜承認期間：2022 年 7 月 2 日～2027 年 7 月 1 日 承認番号：20210392＞ 
なお、本講座は 2 ポイント（予定）となります。 

 

 期    日： 2023年 11月 8日（水）・11日（土）のいずれかのご希望日 

            ※ご希望日を必ず受講希望日欄にご記入・ご入力ください 

受講対象： 医療、看護、保育、教育、治療、相談、指導、福祉などに携わる専門家および学生他 

申込期限： 2023年 10月 31日（火）（お申込みは先着順となりますが、期限前に募集を終了する場合がございます） 

受 講 料： 7,500円（税込み） 

配信方法： 『Cisco Webex』を使用し、配信  ※事前承認制です 

           本講座は事前にビデオ収録し、当日オンラインで配信する講座です  

主    催： 公益財団法人 明治安田こころの健康財団     TEL 03-3986-7021 

東京都豊島区高田３-１９-１０ 

 

  ★☆★ 出講講師 ★☆★  

渡辺  久子 先生：LIFE DEVELOPMENT CENTER渡邊醫院 副院長 児童精神科医 

中村  道也 先生：NPO法人丹沢自然保護協会 理事長 

鈴木   薫   先生：NPO法人いわき放射能市民測定室たらちね 理事長 

長谷川 京子 先生：みのり法律事務所 弁護士 

 

講座№23307（改） 

  

 子どもの未来に対する大人の責任 
～文明のもたらす危機にどう取り組むか～ 

子ども・専門講座 7 

＜プログラム＞ 

 

本講座はオンライン講座です 



 

 
オンライン講座申込み時の注意事項 

あらかじめ下記の注意事項をご確認・ご了承の上、 

お申込みいただきますようお願いいたします。 

■ 本講座は、「Cisco Webex」を用いて実施するオンライン講座です。 

  講座への参加、講義資料のダウンロードは PC 環境での実施を推奨しております。 

  なお、当財団では講座開催中の「Cisco Webex」や PC 環境・機器等に関するお問い合わせへは

対応しておりません。 

■ 講座受講にあたり、インターネット環境（Wi-Fi 等）・PC 等の機器環境は受講者の責任において

ご準備ください。ご自身の PC 等機器環境、インターネット回線の障害等による講座参加上のト

ラブルにつきましては、当財団では責任を負いかねます。 

■ 講義資料につきましては、講座開催日の 1～2 週間前をめどにダウンロード用 URL をお送りいた

します。各自ダウンロードの上、ご受講ください。 

  本資料・本 URL の使用は本講座受講者に限ります。URL を第三者へ共有すること、資料の二次利

用は固くお断りいたします。これらの行為が発覚次第、著作権・肖像権侵害として対処させていた

だくことがございます。 

■ 本講座の撮影、録画、録音は禁止します。 

今日本の育児は乳幼児期から親子が孤立しがちで、地域の仲間と楽しく力を合わせてわが子を育てあう経

験が減っています。子ども時代とは、子どもが親子の絆を深めながら、兄弟や友達と体ごとふれあい、遊び学び、

人生への信頼と自己肯定感を心の芯に育み、自分の生きる道をそれぞれ模索していく時期です。戦後の高度

経済成長のもたらした競争主義、商業主義は育児、保育、教育にさまざまな弊害をもたらし、戦前には見られな

かった不登校、拒食症などの子どもの社会心理的障害を生み出しています。親が良かれと思い、社会に受け入

れられやすい子を育てようとして、一生懸命しつけたり、勉強にむかわせる中、OECD 加盟国調査は、日本の子

どもの幸福感が 38国中 37位であることを示しています。日本の若者の自殺率は先進国で突出して高いので

す。「引きこもり」は全国 100 万を超え、いじめ、心身症、虐待は増え続けています。その一方、子どもの身になり

子どもとの信頼関係を大事にしながら、その子にあったのびやかな生活は何かを丁寧に考えながら実践する地

道な育児や保育や教育もあります。少子化社会の日本で大切なのは、これから生まれる子どもの数を増やすこ

と以上に、今実際に生きている子どもひとりひとりが、自分にうまれてよかった、と実感できることではないでしょ

うか。 

東日本大震災からようやく 10 年を迎えた日本にコロナパンデミックが流行し、ウクライナ戦争により世界経

済が悪影響を受け、気候変動やトルコ大地震のような大規模災害が今後も予想されています。日本では子ど

も・若者の貧困、虐待、DV は親の生活困窮と共にさらに増えています。その中で、子どもに本来の安心安全で

楽しい親（養育者）子関係、仲間との遊び、自然とのふれあいを取り戻したり、困難な中で工夫し創りだす努力

に焦点をあててみたいと思います。 

本講座では、子どもの持続可能な幸せをめざす実践に取り組む４人の講師が登壇します。いずれも、わくわく

生きる子どものダイナミックな躍動感こそが、地球の持続可能な未来につながると信じ、大人として、全責任で

ひとりひとりの身近な子どもの「今」と「ここ」での幸せを守ろうとしている人たちです。講義順にのべると、1）世

界の乳幼児精神保健学の専門家とつながりながら、日本の子どもたち自身の全身の声から学ぶ児童精神科

医の渡辺久子、2）戦災孤児と共に山奥で育ち、次世代にゆたかな自然を残そうとして始まった自然保護活動

を引き継ぎ、丹沢自然保護協会長、「森の学校」校長を続ける中村道也、3）東日本大震災後の福島県いわき

市で、放射能を可視化し、子どもたちに少しでも安心で明るい生活と未来を拓こうとする「いわき放射能市民測

定室たらちね」の鈴木薫、４）持続可能な子どもの幸せを実現する社会の法律とは何かを、幅広い子どもの権

利擁護の実践から取り組む弁護士の長谷川京子です。異なる感性、資質、生い立ち、考えをもつ大人同士がよ

りよい地球を次世代にバトンタッチしていくことを考えあうヒントになることを目指す講座です。 

              【企画  渡辺 久子：LIFE DEVELOPMENT CENTER渡邊醫院 副院長 児童精神科医】 

 


